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研究成果の概要（和文）：　我が国では授業研究は百年以上の歴史があり、いわば空気のようなものである。従
って、授業研究の構成要素や過程を明確に特定し自覚しているとは言い難い。本研究では、授業研究の構成要素
を「研究主題の設定」「学習指導案の検討」「研究授業」「研究協議会」「反省と総括」の５つと特定し、それ
ぞれの役割と機能を明らかにした上で、授業研究評価の実際を示した。
 また、これまで顕在化されていない学習指導案の検討過程を都内の小学校を対象にしたケーススタデイにより
詳細に分析し、その実態を明らかにするとともに、授業研究過程全体の中で学習指導案の検討が担う役割の重要
性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The history of Lesson Study in Japan spans more than a century.  For 
Japanese educators, Lesson Study is like air, felt everywhere because it is implemented in everyday 
school activities, and so natural that it can be difficult to identify the critical and important 
features of it. This study identified five components of Lesson Study and used for evaluating the 
Lesson Study:1. Goal Setting, 2. Lesson Planning, 3. Research Lesson, 4. Post-Lesson Discussion, and
 5. Reflection. 
This study successfully clarified the role and function of lesson planning in the Lesson Study 
process, based on case studies conducted in three schools in Tokyo, Japan.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、基盤研究（Ａ）「算数・数学科
の「研究授業」における「集団思考」の様相
に関する日米豪比較文化的研究」（平成 20～
24 年度）を授業研究の評価に焦点化して発展
させたものである。 
わが国が明治時代から実践してきている
授業研究は、The Teaching Gap(1999)を契機
として Lesson Study として海外で急速に普
及してきているが、その質が問題となってい
る。研究の成果（科研 A20-24 年度）として、
研究授業を集団思考の質から評価すること
に成功したものの、授業研究全体の評価は不
十分であった。そこで、本研究では、先ず、
授業研究全体を評価する枠組みを構築し、授
業研究によってもたらされる変容に着目す
る。これが本研究の基本的な着想である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、授業研究を評価する枠組みを理
論的かつ実証的に構築した上で、日本だけで
なく米国・豪州をはじめ東南アジアやアフリ
カ諸国における授業研究を実際に評価し、そ
の国際的活用を目指す。 
本研究により、授業研究の質を高める主要
因が特定され、海外で実践されている授業研
究に対して、本家の日本から授業研究の質向
上への具体的方策を示すことができよう。 

 
３．研究の方法 
授業研究によってもたらされる変容は、
個々の教師の知識や信念、職業意識、教師の
もつ児童生徒観、授業観、教材観、児童生徒
の学力、学校自体の雰囲気など種々様々な側
面に出現しよう。本研究では、これまでの研
究実績（科研 A20-24 年度）を踏まえ、また
本研究の研究期間等を考慮し、授業研究によ
る変容を①教師の知識と信念、②教師集団の
規範、③授業リソース（学習指導案や授業課
題等）の 3側面からとらえて、変容の要因を
解明する。その際、授業研究の構成要素と過
程に着目する。すなわち、本研究では、授業
研究による変容の実際を特定し、その要因を
解明することで授業研究の評価枠組みを構
築するのである。 
 
４．研究成果 
授業研究の構成要素と過程は、それ自体確
定されているわけではない。実際、授業研究
は長期に渡る一連の活動から構成される。こ
れらをどの程度細分化するかが問題となる。
本研究では、これまでの研究実績（科研
A20-24 年度）を踏まえ、また、海外の研究者
の見解（例えば、Lewis. and J. Hurd(2011). 
Lesson Study Step by Step: How Teacher 
Learning Communities Improve Instruction. 
HEINEMANN Portsmouth, NH.）およびわが国
の校内授業研究の成果物である研究紀要等
の内容構造を参照し、授業研究の構成要素を
「実態把握と目標設定」「学習指導案」「研究

授業」「研究協議会」「振り返り」の 5つとと
らえ、この研究成果を日本数学教育学会で発
表するとともに、国内外の学会誌に投稿・受
理され、掲載された。また、海外で展開され
ている授業研究には誤解も多く、その実態を
精査して授業研究への誤解とその要因・背景
を顕在化させ、国内外の学会で発表するとと
もに、学会誌に発表した。さらに、授業研究
を構成する要素の中で、「学習指導案の検討」
はこれまで顕在化されてこなかったので、学
習指導案の作成過程について、ケーススタデ
イを実施した。研究成果を国内外学会で発表
し、国内外の学術雑誌に投稿し、受理され掲
載された。 
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